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主論文 

The effects of olmesartan and alfacalcidol on renoprotection and klotho gene 

expression in 5/6 nephrectomized spontaneously hypertensive rats 

（5/6腎摘高血圧ラットでのオルメサルタンとアルファカルシドールの腎保護効果および

klotho遺伝子発現への影響） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は自然発症高血圧ラットの5/6腎摘を行った腎不全ラットモデルを用いて、アンジ

テンシンⅡ受容体拮抗薬であるオルメサルタンと活性化ビタミンD製剤であるアルファカ

ルシドールと、これらの併用による腎保護効果とklotho遺伝子発現への影響について検討

したものである。その結果、オルメサルタン投薬群、アルファカルシドール投薬群で血圧

上昇抑制効果を認め、組織学的および血清学的に腎保護効果を認めた。さらに両薬剤併用

群では顕著な降圧効果を認め腎保護効果も強く、5/6腎摘により低下していたklotho遺伝子

の発現を改善していた。本論文の内容は、慢性腎不全に対し腎保護効果を有するとされる

レニン‐アンジオテンシン系抑制薬を用いても腎不全の進行抑制が不十分である場合に併

用する薬剤として、アルファカルシドールが有用であることを示しており明らかに学術水

準を高めたものと認める。 


